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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２で規定される階層的二値画像圧縮方式をファクシミリ端末へ適用するため

のアプリケーションプロファイルについて記述しており、１９９７年２月のＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ８会合において決

議１が適用され勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８５に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

２．１　オプション選択項目

　　　　なし

２．２　ナショナルマター決定項目

　　　　なし

２．３　先行している項目

　　　　なし

２．４　追加した項目

　　　　なし

２．５　削除した項目

　　　　なし

２．６　国際勧告に対する修正内容

　　　　なし

２．７　その他

　　　　なし

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改　版　内　容

第１版 １９９６年４月２４日 　制　定

第２版 １９９７年４月２３日 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８５の改定に伴うＮＥＷＬＥＮ

　マーカセグメント使用例の付録追加、並びに表現の

　適正化による改版

第３版 １９９８年４月２８日 　ＮＥＷＬＥＮマーカセグメント使用方法の訂正
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５．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 

 

４．その他 
（１） 参照勧告、標準等 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｔ．８２ 

     ＴＴＣ標準    ： ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ３０、ＪＴ－Ｔ５０３、ＪＴ－Ｔ５２１、 

           ＪＴ－Ｔ５６３ 
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概要

　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２で定義されたＪＢＩＧ符号化方式をファクシミリ端末に適

用するためのアプリケーションプロファイルを定義する。この標準の主な特徴は

　１）単層シーケンシャル符号化のアプリケーションプロファイルが定義されている。他のプロ

ファイル（階層的符号化）は継続検討課題である。

　２）データフォーマットはヘッダ情報と符号化情報からなる。ヘッダ情報のパラメータの範囲

が規定されている。

１．本標準の規定範囲

　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２ ファクシミリ装置のための階層的二値画像圧縮（ＪＢＩＧ

符号化方式）のアプリケーションプロファイルを定義する。

２．参照勧告等

　以下のＩＴＵ－Ｔ勧告とＴＴＣ標準と、本標準内で参照される規定を含む他の参照標準が、こ

の標準の規定を構成する。発行の時点で示されている版が有効である。すべての勧告と他の参照

標準は改正されることがある。そのため、この標準の利用者は、以下のリストの勧告と他の参照

標準の最新版を適用する可能性を調査することが奨励される。現時点で有効なＩＴＵ－Ｔ勧告お

よびＴＴＣ標準のリストは定期的に発行されている。

　－　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２　階層的二値画像圧縮 (ＪＢＩＧ符号化方式 )

　グループ３ファクシミリに対して

　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４

　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０

　グループ４ファクシミリに対して

　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５０３

　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５２１

　－　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５６３

３．原則

　本標準はファクシミリ端末のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２のアプリケーションプロファイル

を定義している。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２は二値画像の可逆圧縮の符号化と復号化の方法を定義している。ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｔ.８２は、単層シーケンシャル符号化、多階層シーケンシャル符号化、階層的符号

化の３種類の符号化方法を定義している。それぞれの符号化方法のアプリケーションプロファイ

ルは、本標準の４、５、６章に記述されている。

この標準で指定された符号化方式ではエラーフリーな伝送の使用が不可欠である。データ転送で

は最下位ビット(LSB)から送らなければならない。

４．単層シーケンシャル符号化のアプリケーションプロファイル

　本章ではファクシミリ装置のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２の単層シーケンシャル符号化のア

プリケーションプロファイルを定義している。

４．１　ファクシミリアプリケーションのための機能

画像データは、ファクシミリアプリケーションにおいて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２による 1 ビ

ット精度および単層シーケンシャル符号化の単一解像度レイヤで処理されなければならない。

４．２　ページ境界

　ページ境界の信号は、グループ３ファクシミリに関してはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０、グループ

４ファクシミリに関してはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５２１で定義されている。
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４．３　二値画像ヘッダ(ＢＩＨ)内のパラメータ

　二値画像ヘッダ(ＢＩＨ)内のパラメータは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２に正確に定義されている。

ファクシミリアプリケーションでは、二値画像エンティティ(ＢＩＥ)の中で、一つのファクシミ

リページに一つのＢＩＨテーブルを割り当てなければならない。

　表４－１／ＪＴ－Ｔ８５は、ファクシミリアプリケーションのためのパラメータ設定のプロフ

ァイルを示している。

　パラメータサイズは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.８２の６.２.２節に定義されている。表４－１／Ｊ

Ｔ－Ｔ８５のパラメータ値の範囲は、それぞれのパラメータの送信されるビット数を示している

ものではない。

表４－１／ＪＴ－Ｔ８５　二値画像ヘッダ（ＢＩＨ）内のパラメータ設定のプロファイル

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．８５）

パラメータ 値 備考

 ＤＬ ；転送する初期レイヤ  ０固定   

 Ｄ ；差分レイヤの数  ０固定   

 Ｐ ；ビットプレーンの数  １固定   

 ＸＤ ；レイヤＤにおける水平方向の画像サイズ  －－  注２参照

 ＹＤ ；レイヤＤにおける垂直方向の画像サイズ  Ｔ．８２の

 最大範囲

  

 ＬO ；最低解像度におけるストライプのライン数  基本：

 １２８

 オプション：

 １からＹＤ

 注４参照

 ＭＸ ；ＡＴ画素に許される最大水平オフセット  ０から１２７   

 ＭＹ ；ＡＴ画素に許される最大垂直オフセット  ０固定   

 ＨＩＴＯＬＯ ；差分レイヤの送信順序  ０固定  注１参照

 ＳＥＱ ；多階層シーケンシャル符号化の指示  ０固定  注１参照

 ＩＬＥＡＶＥ ；インタリーブされた複数ビットプレーンの

　送信順序

 ０固定  注１参照

 ＳＭＩＤ ；ストライプの送信順序  ０固定  注１参照

 ＬＲＬＴＷＯ ；参照ラインの数  ０／１  ０：３ライン

 １：２ライン

 ＶＬＥＮＧＴＨ ；ＮＥＷＬＥＮマーカセグメントの可能性の

　指示

 ０／１  ０：ＮＥＷＬＥＮ

 　　未使用

 １：ＮＥＷＬＥＮ

 　　使用

 注３参照

 ＴＰＤＯＮ ；差分レイヤでの典型的予測の為のＴＰ使用  ０固定  注１参照

 ＴＰＢＯＮ ；基底レイヤでのＴＰの使用  ０／１  ０：オフ

 １：オン

 ＤＰＯＮ ；確定的予測の使用  ０固定  注１参照

 ＤＰＰＲＩＶ ；プライベートＤＰテーブルの使用  ０固定  注１参照

 ＤＰＬＡＳＴ ；最終ＤＰテーブルの使用  ０固定  注１参照

（注１）これらのパラメータは単層シーケンシャル符号化では適用されない。送信側はこれらの

使わないパラメータに“０”をセットしなければならない。受信側ではこれらのパラメ

ータを認識する必要はない。

（注２）水平方向の画像サイズであるパラメータＸＤはグループ３ファクシミリのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４の２章とグループ４ファクシミリのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５６３の３章で定義さ

れた値と一致しなければならない。

（注３）詳細はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の６．２．６．２節を参照。

（注４）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５では基本は１２８である。オプションは適切なファクシミリプ

ロトコルにてネゴシエートされなければならない。
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４．４　マーカセグメントの使用

－ＣＯＭＭＥＮＴ　　　　ＣＯＭＭＥＮＴマーカセグメントで送信された情報の理解は通信す

る両端末による。

－ＮＥＷＬＥＮ　　　　“存在しない”ストライプの前でＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２のＮＥＷＬＥ

Ｎマーカを使用してページの長さを変更するためには（例　基本モー

ド２もしくはオプションモードにて）

１　“存在しない”ストライプの前のＮＥＷＬＥＮマーカはどのような“存在しない”スト

ライプの前でも最初のマーカでなければならない

２　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２のＶＬＥＮＧＴＨヘッダビットは“１”にセットしなければな

らず、復号器は“存在しない”ストライプの前にあるＮＥＷＬＥＮマーカを直ちに見つける

ために、全ストライプの終わりにあるＳＤＲＳＴ／ＳＤＮＯＲＭを越えて調べなければなら

ない。もしそのようなＮＥＷＬＥＮマーカが見つかった場合、 Ｌ０とＹｄの全ての前値をク

リアし、ＹｄをＮＥＷＬＥＮにつづく変数と同じ値にセットする。

４．５　算術符号復号器と適応型テンプレート状態の初期化

　ファクシミリ送信のそれぞれのページの最初に算術符号復号器と適応型テンプレートの状態

は初期化しなければならない。

４．６　ＡＴＭＯＶＥの使用

－ＡＴＭＯＶＥ　　　　　ＡＴＭＯＶＥはストライプあたり一度しか使用できない。

５．多階層シーケンシャル符号化のアプリケーションプロファイル

　　将来の検討事項。

６．階層的符号化のアプリケーションプロファイル

　　将来の検討事項。



ＪＴ－Ｔ８５ － 4 －

付録１

（ＪＴ－Ｔ８５に対する）

ＮＥＷＬＥＮマーカセグメントの使用例

（本付録は本標準の構成上で絶対必要なものではない）

この付録は、ファクシミリ端末が符号化を開始する時に送信する原稿の垂直方向サイズＹＤを確認すること

が出来ない場合のＮＥＷＬＥＮマーカセグメントの使用例について記述する。この付録はこの標準の４章

での単層シーケンシャル符号化について適用される。

この付録で示されるこれらの例はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の６．２．６．２節の例を説明するものである。

１．１　基本モード

まず２つの例で５００ラインの１頁をＬ０＝１２８の基本モードで送信した場合を示す。送信ファクシミリ

端末が符号化を開始する時にページの垂直方向長さがわからない状態で１ページが複数のストライプで符

号化される。

はじめの例ではＹＤを０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆに設定し、５００ライン目で画像データが終了する。

基本モード１でのデータの流れ：

ＢＩＨ（ＹＤ＝０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆ、Ｌ０＝１２８、ＶＬＥＮＧＴＨ＝１　他のパラメータは適切にセッ

トされなければならない）

第１ストライプの符号画像データ（１ラインから１２８ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

第２ストライプの符号画像データ（１２９ラインから２５６ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

第３ストライプの符号画像データ（２５７ラインから３８４ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

ＥＳＣ、ＮＥＷＬＥＮ、新しいＹＤ（＝５００）

第４ストライプの符号画像データ（３８５ラインから５００ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭまたはＳＤＲＳＴ

次のデータ列は最終ストライプの符号化を行うまでページの長さが不明であるという一例である。このケ

ースでは“存在しない”ストライプの使用を必要とすることに注意しなければならない。この例では、ペ

ージの長さの予測値が最大値でなくても良いということも示している。（例ＹＤ＝１０２４＝０ｘ００００

０４００）
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基本モード２でのデータの流れ：

ＢＩＨ（ＹＤ＝０ｘ０００００４００、Ｌ０＝１２８、ＶＬＥＮＧＴＨ＝１　他のパラメータは適切にセッ

トされなければならない）

第１ストライプの符号画像データ（１ラインから１２８ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

第２ストライプの符号画像データ（１２９ラインから２５６ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

第３ストライプの符号画像データ（２５７ラインから３８４ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

第４ストライプの符号画像データ（３８５ラインから５００ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

ＥＳＣ、ＮＥＷＬＥＮ（最初のマーカであることに注意）、新しいＹＤ（＝５００）

第５ストライプの符号データ（“存在しない”はデータがないことを示すことに注意）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭまたはＳＤＲＳＴ

１．２　オプションモード

この例はオプションモードでの“１ページ１ストライプ”（“追加された”存在しないストライプもまた

必要である）転送の場合を示す。このオプションモードは以下の成功したネゴシエーションの下でのみ使

うことが可能である。符号器や復号器がこのストライプサイズをサポートできないときは呼を切断するか

もしれないことに注意しなければならない。符号化の最初に、ページの垂直方向長さが決定していないな

ら、ＹＤが最大値ＹＤ＝０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆ（可能な選択のひとつ）にセットされる。ストライプサイズ

もまた決定していないためＬ０もＹＤと同じ値Ｌ０＝０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆにセットされる。実際の垂直方

向ライン数は５００である。

オプションモードでのデータの流れ：

ＢＩＨ（ＹＤ＝０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆ、Ｌ０＝０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆ、ＶＬＥＮＧＴＨ＝１　他のパラメー

タは適切にセットされなければならない）

第１ストライプの符号画像データ（１ラインから５００ライン）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭ

ＥＳＣ、ＮＥＷＬＥＮ（最初のマーカであることに注意）、新しいＹＤ（＝５００）

第２ストライプの符号データ（“存在しない”はデータがないことを示すことに注意）

ＥＳＣ、ＳＤＮＯＲＭまたはＳＤＲＳＴ
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付録２

３章の原則の記述に基づく伝送路上での符号化データの伝送ビット順序

ここでは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の７．１節の表２６に記述された符号化データ構成の場合を例とする。

ＰＳＣＤ：６９８９　９９５ｃ　３２ｅａ　ｆａａ０．．．．

符号器の出力する符号データのビット順序は以下のようになる。

MSB  LSB

01101001    10001001    10011001    01011100    00110010    11101010

   69          89          99          5c          32           ea

これらの符号データが、それぞれのバイト毎にＬＳＢから伝送される、すなわち

10010110    10010001    10011001    00111010    01001100    01010111

が伝送路上のビット列である。

受信しているＦＡＸは、受信したビット列を並び替えて、以下のように符号データとして取り扱

う。

MSB  LSB

01101001    10001001    10011001    01011100    00110010    11101010

   69          89          99          5c          32          ea

そしてデータはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２に記述されているアルゴリズムで復号化される。


	　　



